
１．はじめに

日常生活の中で、やらなければならない課題や仕事

になかなか着手できないという先延ばし行動は、私た

ちがよく経験する行動である。先延ばしを行った結果、

課題の提出期限に間に合わなかったり、間に合ったと

しても完成度が低くなってしまうなどの失敗が起きて

いる。このような傾向は、以下の研究でも、証明され

ている。

例えば、藤田（2005）は、大学生を対象に日常生活

における学習課題の先延ばし行動と失敗行動（アクシ

ョンスリップ、認知の狭小化、衝動的失敗）の関係を

検討した。その結果、先延ばし傾向と失敗傾向の下位

尺度のすべての間に中程度の有意な正の相関が見られ

たこと、さらに、先延ばし傾向高群の学生は、低群の

学生に比べてすべての失敗行動が多く生じていること

が明らかになった。

また、森（2004）は、大学生を対象に先延ばし傾向

と英語学習で使用する学習方略の種類（推測方略、熟

考方略、作業方略）との関係について検討した。その

結果、先延ばし高群の学生は、低群の学生に比べて、

間違えたところはなぜ間違えたのかについてじっくり

と考えるという熟考方略を使用することが少ないこと

を明らかにしている。

Ellis & Knaus（1977）は、アメリカの大学生の約

70％以上が先延ばし行動を行っており、大学生の学習

領域における課題先延ばし行動は、一般的によくみら

れる行動であることを指摘している。また、このよう

な先延ばし行動は、試験勉強や日々の宿題などよりも、

学期末のレポート課題などにおいてよく起こることを

報告している。

大学生の先延ばし傾向に関する研究は、諸外国の研

究では数多くなされているが、我が国においての研究

は少ない（藤田,2005；森, 2004；向後・中井・野嶋,

2004）。

Solomon & Rothblum（1984）は、先延ばしを「主

観的な不安や不快感を経験する時点まで、不必要に課

題を遅らせる行為である。」と定義している。また、

Schouwenburg（1995）は、先延ばし行動の特徴を①

態度や行動に即応性が欠けていること、②意志と行動

が一致していないこと、③競合する活動の方を優先す

ることの３点にまとめている。

ところで、先延ばしの原因についても検討が行われ

てきた。それらを分類してみると、①認知的な特性の

原因では、「時間的なマネジメントスキルの貧弱さ」、
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②パーソナリティ特性の要因では「怠惰」、③失敗へ

の恐れに関する特性の原因では「学習・遂行達成への

不安」、「完全主義傾向」、「自信の欠如」などが関係し

ていることが指摘されている（藤田，2005）。

しかし、先延ばしの原因について大学生に調査をし

てみると、大学生活を過ごす中で、こうした「失敗へ

の恐れ」を特に意識して先延ばしすることは今の大学

生においてはそれほど多くないように思われる。多く

の場合、日常生活の中で課題への着手、実行を先延ば

ししたが、結果的に課題の達成（出来上がり）の程度

は十分でなくても何とか間に合って提出でき、その結

果が自分自身への学習評価に対する決定的なペナルテ

ィにつながらないこともある。したがって、それがペ

ナルティに結びつかない限りにおいては、先延ばしに

対する否定的な態度を持つこともないと考えられる。

その他、行動するのが面倒くさいなどが関係している

ことが十分予想される。

これまで指摘されてきた原因に加えて、最近の大学生

が先延ばしをする原因を特定することは、大学生の日常

の学習活動を支援するための情報を提供することになる。

そこで、本研究では、大学生の学習課題に対する取

り組みにおいて、先延ばし行動をしてしまう原因の内

容を明らかにするとともに、先延ばしの原因と課題先

延ばし行動傾向との関係について検討することを目的

とした。

２．方　法

２．１．調査対象

大学生142名（男42名、女100名）で、平均年齢は

19.6歳（ＳＤ＝1.5歳）であった。

２．２．調査項目

１）先延ばし行動の原因に関する調査項目：　本調査

に参加した者とは別の大学生53名を用いて原因に関する

調査項目尺度を作成するために予備調査を行った。「な

ぜ先延ばし行動をするのか、その具体的な理由」につい

て自由記述してもらった。記述内容について心理学教員

１名、心理学専攻学部生３名の計４名により、７つのカ

テゴリー（①興味・関心のなさ；②課題への意欲；③怠

け心；④課題の困難さ；⑤時間的な効率、⑥時間的余裕

の必要性、⑦課題の優先順位）に分類した。

続いて、各カテゴリーから頻度の高いものを４項目

ずつ、合計28項目選んだ。さらに先行研究で原因とし

て考えられている｢不安｣｢完全主義｣の項目として、

「課題に失敗することが不安である」と「完璧に仕上

げる見込みがないと納得できない」の2項目を加えた

計30項目を原因の調査項目として用いた。

なお、項目の内容表現については精緻したものを用い

た。評定は、各項目について課題先延ばしの原因とし

てどの程度適切であると考えられるかについて、「か

なりあてはまる」（４点）から「全くあてはまらない」

（１点）の４段階評定であった。

２）課題先延ばし行動傾向尺度：　藤田（2005）の作

成した尺度で、「課題先延ばし因子」（９項目）と「約

束事への遅延因子」（４項目）の2因子から成る、13項

目の尺度である。評定は自分の行動について「非常に

ある」（５点）から「全くない」（１点）の5段階評定

で、得点が高いほど先延ばし傾向が高いことを示して

いる。（付表参照）

２．３．手続き

調査は、教員が授業中に１）、２）の順に集団で実

施した。調査用紙を配布し、調査の目的、やり方の説

明を行った後、被験者ペースでそれぞれに回答させた。

所要時間は15分程度であった。

３．結　果

３．１．先延ばし行動の原因に関する調査項目につい

ての因子分析

表１は、先延ばし行動の原因についての因子分析の

結果を示したものである。各項目間で相関をとり、他

と相関が見られなかった２項目を除いて、全28項目を

用いて主因子法、バリマックス回転による因子分析を

行ったところ、３因子が抽出された。項目には、いず

れかの因子に対する負荷量が.40以上であること、他

因子への負荷量が.35未満であることを満たす16項目

を採用した。

因子負荷量の高い９項目は、「楽しいことの方を先

にやってしまう」など、課題への興味・関心が低いた

めに、他のことに興味がいき、その結果として、課題

を先延ばししてしまうなどの項目によって構成されて

いるので、「興味の低さによる他事優先因子」（以下、

他事優先と略す）と名付けた。

第２因子に負荷量の高い４項目は、「あせったほう

が短時間で良いひらめきがおきる」のように、先延ば

し行動を「したほうがよい」や「してもよい」という

肯定、容認の項目によって構成されているので、「先

延ばし肯定・容認因子」（以下、肯定・容認と略す）

と名付けた。

第３因子に負荷量の高い３項目は、「やる内容は決

まっていても、やり方に迷う」のように、課題のやり

方や内容など、課題に対して難しいと感じてしまうた

め先延ばしするという項目によって構成されているの

で、「課題困難性の認知」（以下、困難性認知と略す）

と名付けた。

なお、内的整合性を示すα係数は、全体で.81、「他

事優先」で.87、「肯定・容認」で.68、「困難性認知」

で.60であった。
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３．２．先延ばし行動の原因と先延ばし行動傾向尺度

の相関

表２は、先延ばし行動の原因と先延ばし行動傾向の

相関を示したものである。先延ばし行動のうち、課題

先延ばしについては、他事優先（r=.57）と困難性認

知（r=.27）とに有意な正の相関があったが、肯定・

容認とは有意な相関は見られなかった。約束への遅延

については、他事優先（r=.31）と有意な正の相関が

あったが、他の２つとは有意な相関が見られなかった。

３．３．課題先延ばしを目的変数とする重回帰分析

相関が有意になったものの中から課題先延ばしを目

的変数とし、他事優先、困難性認知を説明変数とする

重回帰分析を行った結果（表３）、他事優先

（β＝.54,p<.01）と困難性認知（β＝.14,p<.05）がど

ちらも課題先延ばしに影響していることがわかった。

図１は、重回帰分析の結果を図示したものである。こ

の結果は、これら二つの変数の内、特に、課題への興

味・関心の低下による他事優先の変数が、より強く課

題先延ばし行動を規定していることを示している。

４．考　察

本研究では、大学生の課題に対する先延ばし行動の

原因と先延ばし行動の関係について検討することが目

的であった。先延ばし行動の原因については、因子分

析の結果、「興味の低さによる他事優先」、「先延ばし肯

定・容認」、「課題困難性の認知」の３因子が抽出され

た。さらに、相関分析及び重回帰分析の結果から、課

題先延ばし行動に影響しているのは、３因子のうち、

特に「興味の低さによる他事優先」と「課題困難性の

認知」であった。この内、原因としてより大きな影響

力をもつのは、「興味の低さによる他事優先」であった。

他方、約束の遅延に関しては、「興味の低さによる他事

優先」のみが原因となっていることが分かった。した

がって、課題先延ばし行動と約束時間への遅延に共通

した原因は、「興味の低さによる他事優先」であること

が明らかになった。

目的でも述べたように、これまでの諸外国の研究で

は、大学生が述べる先延ばしの理由の大部分が、学

習・遂行達成への不安、完全主義、自信の欠如などの

ような「失敗への恐れ」に関係していることが指摘さ

れている。しかし今回の研究から、大学生における課

題先延ばし行動にもっとも大きく影響をもたらす原因

は「興味の低さによる他事優先」であるということが

明らかになった。

「興味の低さによる他事優先」が、先延ばし行動の

原因であるという結果は、Schouwenburg（1995） が先

延ばし行動の特徴として指摘したものの内、「競合する

活動の方を優先すること」に当てはまるものであった。

今回の対象者の大学生は、課題先延ばしを行っても

課題の提出には何とか間に合ったり、課題の成績ラン

クよりも合否の方にウエイトがかかっており何とか単

位を認定される結果となり、決定的な致命傷となるよ

うな結果には結びつかない状況にあった人が多かった

結果によるものと考えられる。

向後ら（2003）は、e-ラーニングの学習事態では、

学習の管理は学習者本人の自己調整下に置かれる。そ

のため課題を先延ばしする学生では指定された期日ま

でに課題を提出できない者が確率として多くなる。こ

のような先延ばし傾向の高い学生に対して担当教員が

一定の時期に介入し、期日までの課題の提出をきちん

と守らせるように指導するシステムを検討した。予め

先延ばし傾向の強い学生をアセスメントすることによ

りピックアップし、必要な介入を行った結果、変化が

みられたことを報告している。

予めのアセスメントに加えて、学習単元、学習内容

などへの学生の興味・関心、理解度などを把握して指

導計画、指導方法、指導システムを組み立てることが

必要になるだろう。
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